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都
農
業
会
議
は
６
月
19
日
、
ホ

テ
ル
エ
ミ
シ
ア
東
京
立
川
に
お
い

て
第
１
３
３
回
通
常
総
会
を
開
き

ま
し
た
。

　

第
１
号
議
案
と
し
て
令
和
４
年

度
の
事
業
報
告
と
収
支
決
算
を
提

出
し
、
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

事
業
報
告
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
対
策

を
講
じ
つ
つ
、
農
地
利
活
用
の
促

進
と
担
い
手
支
援
を
両
輪
と
し
た

活
動
に
取
り
組
み
、
３
年
ぶ
り
に

東
京
都
農
業
委
員
会
・
農
業
者
大

　

都
農
業
会
議
は
第
１
３
３
回
通

常
総
会
の
終
了
後
に
事
業
推
進
協

議
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

会
員
に
令
和
５
年
度
の
事
業
計

画
な
ら
び
に
農
業
委
員
会
と
農
業

会
議
の
提
携
活
動
に
つ
い
て
説
明

し
た
ほ
か
、
農
政
を
め
ぐ
る
状
況

会
を
開
催
し
た
成
果
な
ど
を
報
告

し
ま
し
た
。

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
農
業
新
聞
の
普
及
推

進
に
功
労
の
あ
っ
た
農
業
委
員
会
な

ら
び
に
第
29
回
農
業
委
員
会
だ
よ
り

コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
し
た
狛
江
市
農

業
委
員
会
に
対
す
る
表
彰
状
の
授

与
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

会
を
開
き
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
の
事
業
報
告
と
収

支
決
算
が
承
認
さ
れ
、
令
和
５
年

度
の
事
業
計
画
と
収
支
予
算
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
で
は
、
消
費
者
と
の

交
流
活
動
を
行
う
と
と
も
に
全
会

員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、
要
望
活

動
や
勉
強
会
な
ど
の
農
政
活
動
に

も
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
理
事
と
監
事
の
改
選
を

行
い
、
理
事
の
互
選
に
よ
り
会
長

　

５
月
30
日
、
文
京
シ
ビ
ッ
ク

ホ
ー
ル
に
お
い
て
令
和
５
年
度
全

国
農
業
委
員
会
会
長
大
会
が
開
か

れ
、
東
京
か
ら
も
多
く
の
農
業
委

員
会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
国
に
対
す
る
政
策
提

案
な
ど
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
終
了
後
、
都
内
の

参
加
者
は
衆
議
院
第
一
議
員
会
館

に
移
動
し
、
都
農
業
会
議
主
催
に

よ
り
東
京
選
出
の
国
会
議
員
と
の

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

出
席
し
た
国
会
議
員
に
対
し
、

相
続
税
等
の
過
重
な
負
担
な
ど
都

市
農
業
に
関
す
る
課
題
の
ほ
か
、

資
材
価
格
高
騰
へ
の
対
応
、
島

し
ょ
地
域
や
調
整
区
域
な
ど
の
地

域
農
業
の
抱
え
る
課
題
な
ど
を
訴

え
ま
し
た
。

に
吉
野
光
政
氏
（
新
任
）
、
副
会

長
に
は
中
代
喜
一
氏
（
再
任
）
と

谷
戸
章
多
郎
氏
（
新
任
）
を
選
任

し
ま
し
た
。

　

吉
野
新
会
長
か
ら
は
「
農
業
者

が
声
を
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
。
そ

の
声
を
届
け
る
活
動
を
し
た
い
。
」

と
就
任
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

東
京
都
農
業
経
営

者
ク
ラ
ブ
（
吉
野
光

政
会
長
）
は
、
６
月

15
日
、
ホ
テ
ル
エ
ミ

シ
ア
東
京
立
川
に
お

い
て
第
53
回
通
常
総

令
和
４
年
度
事
業
報
告
と
収
支
決
算
を
承
認

第
１
３
３
回
通
常
総
会

令
和
５
年
度
の
農
業
委
員
会
と
の
提
携
活
動
・

事
業
計
画
を
協
議

第
１
回
事
業
推
進
協
議
会

　

本
年
度
も
８
月
～
10
月
を
「
農

地
保
全
・
利
活
用
促
進
月
間
」

と
し
て
設
定
し
、
農
地
の
保
全

と
利
活
用
の
促
進
に
、
全
都
的

に
取
り
組
み
ま
す
。　

　

こ
の
月
間
は
、
農
地
利
用
状

況
調
査
の
実
施
と
と
も
に
、
都

市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
（
市
街

化
区
域
）
や
農
地
中
間
管
理
事

業
（
市
街
化
区
域
以
外
・
島
し
ょ

地
域
）
な
ど
の
農
地
制
度
の
周

知
と
活
用
を
進
め
る
機
会
で
も

あ
り
ま
す
。

　

都
内
の
農
業
委
員
・
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
・
事
務
局

が
一
丸
と
な
っ
て
、
農
地
の
保

全
や
貸
借
等
の
利
活
用
を
進
め

ま
し
ょ
う
。

８
月
～
10
月
は
「
農
地
保
全
・
利
活
用
促
進
月
間
」
で
す

令
和
５
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
を
決
定

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
第
53
回
通
常
総
会

東
京
選
出
の
国
会
議
員
と

　

意
見
交
換
を
行
う

資
材
価
格
高
騰
へ
の　

対
応
な
ど
を
訴
え
る

第 133 回通常総会の様子

就任挨拶を行う吉野新会長（右）

意見交換には多くの農委会長が出席した
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第
３
回
常
設
審
議
委
員
会

６
月
18
日
に
立
川
市
の
ホ

テ
ル
エ
ミ
シ
ア
東
京
立
川
で

開
催
。
報
告
事
項
と
し
て
、

①
東
京
都
か
ら
農
地
法
の
第

４
条
（
１
件
）・
第
５
条
（
３

件
）
の
農
地
転
用
許
可
（
５

月
）
の
状
況
報
告
、
②
農
業

会
議
か
ら
農
地
中
間
管
理
権

等
状
況
報
告
（
６
月
）
を
行
っ

た
。協

議
事
項
と
し
て
①
今
年

度
農
地
保
全
・
利
活
用
促
進

月
間
要
綱
（
案
）
を
原
案
通

り
決
定
し
た
。
②
農
業
委
員

会
と
認
定
農
業
者
等
と
の
意

見
交
換
会
の
趣
旨
お
よ
び
状

況
を
報
告
し
た
。

常
設
審
議
委
員
だ
よ
り

全
国
農
業
会
議
所
は
、
５
月
30

日
の
全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会

で
全
国
農
業
新
聞
へ
の
普
及
活
動

な
ど
に
対
す
る
表
彰
状
授
与
式
を

開
き
ま
し
た
。

農
家
戸
数
対
比
普
及
率
の
部
で

全
国
１
位
の
優
秀
な
成
績
を
修
め

た
東
村
山
市
農
業
委
員
会
は
全
国

農
業
会
議
所
國
井
正
幸
会
長
よ
り

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
表
彰
農
業
委
員
会

●
全
国
十
傑
表
彰

■
農
業
委
員
・
推
進
委
員
数
対
比

普
及
率
の
部
＝
全
国
３
位
東
村
山

市
・
全
国
７
位
狛
江
市
■
農
家
戸

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
農
業
体
験
農

園
協
会
（
加
藤
義
松
理
事
長
、
事

務
局
＝
都
農
業
会
議
）
は
、
６
月

14
日
に
Ｊ
Ａ
東
京
南
新
宿
ビ
ル
で

令
和
5
年
度
通
常
総
会
を
開
き
、

会
員
28
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

加
藤
義
久
議
長
（
千
葉
県
船
橋

市
）
の
進
行
の
も
と
、
令
和
4
年

度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
及
び

令
和
5
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予

算
等
に
つ
い
て
の
審
議
を
行
い
、

7
議
案
す
べ
て
を
決
定
し
ま
し
た
。

令
和
5
年
度
に
お
い
て
も
、
情

勢
の
変
化
を
的
確
に
捉
え
、
会
員

相
互
に
連
携
と
研
鑽
を
重
ね
、
農

業
体
験
農
園
の
更
な
る
発
展
に
努

め
る
と
と
も
に
、
新
規
会
員
の
増

加
に
向
け
、
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
総
会
前
に
は
会
員
研
究
会

を
開
き
、
農
園
運
営
に
必
要
な
関

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

（
吉
野
光
政
会
長
）
と
都
農
業
会

議
は
６
月
15
日
、
ホ
テ
ル
エ
ミ
シ

ア
東
京
立
川
に
お
い
て
農
業
経
営

者
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
し
た
。

「
農
地
を
残
す
！
相
続
対
策
セ

ミ
ナ
ー
」
と
し
て
、
は
じ
め
に
都

農
業
会
議
よ
り
生
産
緑
地
法
や
相

続
税
納
税
猶
予
制
度
、
都
市
農
地

貸
借
円
滑
化
法
な
ど
の
都
市
農
地

制
度
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
東
京
都
は

６
月
に
、
農
業
経
営
基
盤
の
強
化

の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
を
策

定
し
ま
し
た
。
基
本
方
針
の
内
容

と
し
て
は
、

⑴
農
業
経
営
基
盤
強
化
の
促
進
に

関
す
る
基
本
的
な
方
向

⑵
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経

営
の
基
本
的
指
標

⑶
新
た
に
農
業
経
営
を
営
も
う
と

す
る
青
年
等
が
目
標
と
す
べ
き

農
業
経
営
の
基
本
的
指
標

⑷
農
業
を
担
う
者
の
確
保
及
び
育

成
を
図
る
た
め
の
体
制
の
整
備

数
対
比
普
及
率
の
部
＝
全
国
１
位

東
村
山
市

係
法
・
制
度
に
つ
い
て
、
原
修
吉
氏

（
全
国
農
業
会
議
所
都
市
農
業
専
門

相
談
員
）
が
講
演
し
ま
し
た
。

た
。続

い
て
、
安
心
資
産
税
会
計
の

税
理
士
・
平
田
康
治
氏
よ
り
「
農

業
者
に
こ
そ
知
っ
て
欲
し
い
相
続

対
策
に
つ
い
て
」
の
講
演
を
開
き

ま
し
た
。
相
続
税
の
基
礎
知
識
を

踏
ま
え
、
農
地
を
含
め
た
不
動
産

の
相
続
で
起
こ
り
う
る
課
題
や
活

用
す
べ
き
制
度
の
説
明
に
加
え
、

事
前
の
対
策
や
そ
の
重
要
性
に
つ

い
て
提
起
が
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
支
援
の
実
施
に
関
す

る
事
項

⑸
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経

営
を
営
む
者
に
対
す
る
農
用
地

の
利
用
の
集
積
に
関
す
る
目
標

そ
の
他
農
用
地
の
効
率
的
か
つ

総
合
的
な
利
用
に
関
す
る
目
標

⑹
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
事
業

の
実
施
に
関
す
る
事
項

⑺
農
地
中
間
管
理
機
構
が
行
う
特

例
事
業
に
関
す
る
事
項

と
な
り
、
方
針
を
受
け
同
意
市

町
村
で
は
基
本
構
想
を
９
月
ま
で

に
改
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会
で

全
国
農
業
新
聞
普
及
活
動
功
労
者
を
表
彰

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
農
業
体
験
農
園
協
会
が

「
総
会
」
・
「
会
員
研
究
会
」
開
く

東
京
都
が
農
業
経
営
基
盤
強
化
の
基
本
方
針
を
策
定

「
農
業
者
に
こ
そ
知
っ
て
欲
し
い
相
続
対
策
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
く

東
京
都
農
業
経
営
者
セ
ミ
ナ
ー

加藤義松理事長（左）白石好孝副理事長（右）
が再任の挨拶をした

表彰される増田会長（東村山市）（左）

講演中の平田康治氏
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都
農
業
会
議
は
東
京
都
の
委
託

を
受
け
て
、
今
後
の
農
業
施
策
に

資
す
る
た
め
、
野
菜
も
し
く
は
花

き
を
主
と
し
て
生
産
す
る
認
定
農

業
者
・
認
定
新
規
就
農
者
な
ど
を

対
象
に
「
東
京
都
内
に
お
け
る
野

菜
お
よ
び
花
き
の
出
荷
・
販
売
の

実
態
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
結
果
の
概
要
】

➀
野
菜
経
営

１
）
野
菜
経
営
の
概
要

　

経
営
し
て
い
る
農
地
面
積

（
所
有
＋
借
入
）
は
「
３
０
ア
ー

ル
以
上
５
０
ア
ー
ル
未
満
」
が

最
も
多
く
４
１
．
６
％
で
あ
っ

た
。

　

売

上

高

に

つ

い

て

は

「
１
０
０
～
２
９
９
万
円
」
が
最

も
多
く
２
９
．
５
％
で
あ
っ
た
。

２
）
野
菜
経
営
の
課
題
・
意
向

　

出
荷
・
販
売
に
お
け
る
今
後

の
意
向
に
つ
い
て
は
「
作
目
や

出
荷
先
は
変
え
ず
、
出
荷
量
を

増
や
す
」
が
最
も
多
く
４
０
．

２
％
、
次
い
で
「
現
状
維
持
」

が
３
６
．
９
％
で
あ
っ
た
。

②
花
き
経
営

１
）
花
き
経
営
の
概
要

　

経
営
し
て
い
る
農
地
面
積

（
所
有
＋
借
入
）
は
「
３
０
ア
ー

ル
以
上
５
０
ア
ー
ル
未
満
」
が

最
も
多
く
２
９
．
８
％
で
あ
っ

た
。

　

売

上

高

に

つ

い

て

は

「
１
０
０
～
２
９
９
万
円
」
が

最
も
多
く
３
３
．
３
％
で
あ
っ

た
。

２
）
花
き
経
営
の
課
題
・
意
向

　

出
荷
・
販
売
に
お
け
る
今
後

の
意
向
に
つ
い
て
は
「
現
状
維

持
」が
最
も
多
く
５
０
．
８
％
、

次
い
で
「
作
目
や
出
荷
先
は
変

え
ず
、
出
荷
量
を
増
や
す
」
が

４
７
．
５
％
で
あ
っ
た
。

③
ま
と
め

　

出
荷
・
販
売
に
関
し
て
行
政

に
望
む
支
援
と
し
て
は
「
出
荷

資
材
（
箱
や
袋
）
へ
の
補
助
」

と
回
答
し
た
割
合
が
最
も
高
く

６
２
％
、
次
い
で
「
出
荷
先

ま
で
の
運
搬
に
関
す
る
支
援
」

４
３
％
と
な
っ
た
。
市
街
化
区

域
と
比
較
し
て
農
地
面
積
が
大

き
い
経
営
が
多
く
生
産
面
に
お

い
て
有
利
な
面
が
あ
る
反
面
、

出
荷
に
お
い
て
資
材
や
資
源
の

価
格
高
騰
の
影
響
を
大
き
く
受

け
て
い
る
。
地
域
ご
と
に
抱
え
る

課
題
に
合
致
し
た
支
援
を
実
施

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　

都
農
業
会
議
は
東
京
都
の
委
託

を
受
け
て
、
都
民
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
に
よ
り
刻
々
と
変
化
す
る
東
京

の
農
業
環
境
を
踏
ま
え
、
都
内
に

お
け
る
野
菜
及
び
花
き
農
業
者
の

出
荷
・
販
売
・
流
通
の
実
態
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

結
果
の
概
要

　

都
内
農
業
者
の
出
荷
・
販
売
・

流
通
へ
の
手
間
を
引
き
受
け
る
流

通
・
販
売
事
業
者
が
一
部
の
地
域

で
育
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
事
業
者

は
、
地
域
の
農
業
・
農
地
を
残
そ

う
と
の
理
念
を
持
ち
、
農
業
者
の

思
い
を
販
売
事
業
者
や
消
費
者
に

伝
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

都
民
は
、
身
近
に
農
業
や
農
産
物

が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
農
業
者
の

思
い
を
知
る
な
か
で
、
都
内
産
農

産
物
へ
の
需
要
と
関
心
を
高
め
て

き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

今
後
、
都
内
農
産
物
の
流
通
を

広
げ
、
地
産
地
消
を
促
し
て
い
く

た
め
に
は
、
流
通
・
販
売
事
業
者

へ
の
支
援
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

農
業
振
興
地
域
等
の
農
業
実
態
調
査
（
結
果
報
告
）

流
通
・
販
売
事
業
者
の
集
荷
・
販
売
に
関
す
る
実
態
調
査

（
結
果
報
告
）
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東
京
都
農
業
委
員
会
職
員
研
究
会

（
眞
中
教
雄
会
長
＝
東
大
和
市
）
と

神
奈
川
県
農
業
委
員
会
職
員
事
務
研

究
会
（
小
高
英
明
会
長
＝
横
浜
市
南

西
部
）
は
、
こ
の
ほ
ど
共
催
で
、
農

業
委
員
会
職
員
現
地
研
究
会
を
開

き
、
東
京
都
か
ら
は
31
名
、
神
奈
川

県
か
ら
は
16
名
、
総
勢
47
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

  

本
研
究
会
は
、
東
京
都
と
神
奈
川

県
が
共
有
す
る
都
市
農
業
の
課
題
な

ど
に
つ
い
て
、
意
見
を
交
換
す
る
た

め
に
開
く
も
の
で
、
本
年
度
は
、
６

月
30
日
に
八
王
子
市
に
て
開
き
、
主

に
同
市
の
新
規
就
農
や
農
福
連
携
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
研
究
し
ま
し

た
。

　

八
王
子
市
都
市
計
画
部
土
地
利
用

計
画
課
の
倉
田
貴
文
課
長
か
ら
、
農

地
バ
ン
ク
制
度
に
よ
る
農
地
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
推
進
し
た
り
、
市
民
農
園

事
業
、
体
験
農
園
事
業
や
農
を
活
か

し
た
八
王
子
市
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
地
研
究
で
は
、
新
規
就

農
者
で
あ
る
飯
田
祐
己
氏
の
経
営

や
「
東
京
Ｎ
Ｅ
Ｏ-

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｅ

Ｒ
Ｓ
！
八
王
子
直
売
所
」
の
取
り
組

み
を
同
直
売
所
店
長
の
三
菅
龍
一
氏

よ
り
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。(

株) 

グ
ッ
ド
ホ
ー
ム
（
就
労
支
援
Ｂ
型
）

で
は
、
代
表
取
締
役　

登
坂
信
美
氏

よ
り
、
農
福
連
携
の
取
り
組
み
の
説

明
を
受
け
、
そ
の
後
、
道
の
駅
「
八

王
子
滝
山
」、「
東
京
Ｎ
Ｅ
Ｏ-

Ｆ
Ａ

Ｒ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
！
八
王
子
直
売
所
」
な

ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

八
王
子
市
の
農
業
施
策
や
新
規
就
農
な
ど
に
つ
い
て
研
究

都
農
委
会
職
員
研
究
会
・
神
奈
川
県
農
委
会
職
員
事
務
研
究
会
と

共
同
で
研
究
会
開
く

神
奈
川
県
大
井
町
・
厚
木
市
で

農
業
振
興
・
支
援
事
例
を
研
究

北
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
連
合
会

　

北
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
連
合

会
（
会
長
＝
松
村
俊
夫
清
瀬
市
農

業
委
員
会
長
）
は
、
７
月
６
～
７

日
に
神
奈
川
県
内
で
会
長
研
修
を

開
き
ま
し
た
。

　

３
年
ぶ
り
の
宿
泊
研
修
に
は
、

会
長
及
び
事
務
局
長
等
24
名
が
出

席
。
初
日
は
大
井
町
農
業
体
験
施

設
「
四
季
の
里
」
で
、
地
域
振
興

課
長
と
施
設
を
管
理
運
営
す
る

協
会
長
か
ら
話
し
を
聞
き
ま
し

た
。
都
心
か
ら
90
分
ほ
ど
の
同
町

は
、
自
然
豊
か
な
里
山
の
暮
ら
し

文
化
と
景
観
を
活
か
し
、
都
市
住

民
と
の
交
流
等
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。
「
農
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
は
多
品
目
の
農
産
物
の
収
穫

や
加
工
体
験
メ
ニ
ュ
ー
が
豊
富
な

た
め
、
個
人
か
ら
団
体
ま
で
利
用

者
が
増
加
。
農
家
も
収
入
と
交
流

機
会
が
増
え
、
元
気
に
な
っ
た
と

協
会
長
は
話
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
厚
木
市
で
、
市
・
農
業

委
員
会
・
Ｊ
Ａ
の
三
者
が
共
同
し

て
設
置
し
た
「
厚
木
市
都
市
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー
」を
見
学
。
農
地
、

生
産
、
作
業
受
委
託
・
機
械
レ
ン

タ
ル
、
鳥
獣
害
、
六
次
産
業
化
等

幅
広
い
相
談
・
現
地
対
応
で
地
域

農
業
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
新
規

就
農
者
も
73
人
が
定
着
し
、
セ
ン

タ
ー
の
役
割
が
効
果
的
に
機
能
し

て
い
ま
す
。
現
地
で
は
、
就
農
５

年
目
の
モ
モ
ナ
フ
ァ
ー
ム
代
表
の

宮
下
寛
史
さ
ん
か
ら
説
明
を
受
け
、

就
農
時
の
苦
労
や
５
・
５
㌶
ま
で
拡

大
し
露
地
野
菜
生
産
等
に
か
け
る

熱
意
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

８
月
の
日
程

８
・
９ 

㈬ 

地
区
協
議
会
正
副
会
長
会
議

８
・
17 

㈭ 

臨
時
総
会

８
・
17 

㈭ 

理
事
会

８
・
17 

㈭ 

常
設
審
議
委
員
会

８
・
23 

㈬ 

新
任
農
業
委
員
研
修

８
・
31 

㈭ 

農
地
中
間
管
理
事
業
担
当
者
会
議

８
・
31 

㈭ 

新
規
就
農
・
貸
借
担
当
者
会
議

　

今
年
度
も
「
東
京
都
農
作
物

生
産
状
況
調
査
」
を
、
都
内
全

域
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

本
調
査
は
、
各
農
作
物
の
作

付
面
積
や
出
荷
量
な
ど
を
調
査

す
る
も
の
で
、
補
助
事
業
な
ど

の
根
拠
と
な
る
基
礎
デ
ー
タ
を

把
握
す
る
大
切
な
調
査
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
、
農
業
者
各
位
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

（
※
調
査
の
回
答
内
容
は
、
事

業
の
目
的
に
の
み
使
用
し
、
税

金
の
徴
収
等
に
活
用
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。）

「
東
京
都
農
作
物
生
産
状
況
調
査
」ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

『
都
市
農
業
の
時
代
』

～
食
料
安
全
保
障
へ
反
転
攻
勢
始
ま
る
～

青
山 

佾 

著

経営について説明する飯田祐己氏（右）
と三菅龍一直売所店長（左）

厚木都市農業支援センターで研究

新 刊 紹 介
　

平
成
27
年
４
月
か
ら
令
和
２

年
３
月
の
間
に
全
国
農
業
新
聞

に
連
載
さ
れ
た
「
農
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
56
回
分
を
収
録
し
た

コ
ラ
ム
集
が
こ
の
た
び
刊
行
さ

れ
た
。

　

こ
の
間
、
都
市
農
業
振
興
基

本
法
、
同
基
本
計
画
の
制
定

が
あ
り
、
都
市
農
地
は
「
都
市

に
あ
る
べ
き
も
の
」
と
明
示
さ

れ
、
特
定
生
産
緑
地
制
度
、
都

市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
も
動
き

出
し
た
。
日
本
農
業
が
食
料
安

全
保
障
や
気
候
変
動
問
題
な
ど

に
直
面
す
る
中
で
、
都
市
農
業

を
守
り
育
て
る
時
が
き
た
と
説

く
。
変
貌
す
る
時
事
の
話
題
が

盛
り
込
ま
れ
、
楽
し
く
参
考
に

な
る
書
。（
全
国
農
業
図
書
Ａ
５

判
９
９
０
円
（
税
込
））


